
















分析 ①改革領域 内容方法視点等の設定①改革の遂行 という三段階からなる改革手紙を
踏むことが必要である。三年間という期限つきの今次の!布教審には そのうち① ②の課題が Wfl 
有の課題として課されているといえるのではないか。とりわけ 臨教審というこれまでの中教審と
は異なる形態をとったことには 単に「教育」という限られた枠内での改革だけでなく 教育をと
りまく社会的 文化的 政治的 経済的な領域との関連の中で 改革の方向を打ち出すことが求め
られているといえる。その点 答申の教育の現状分析では 近年の教育荒廃といわれる現象を「極
めて憂慮すべき現象であり その根は深く家庭 学校社会の在り方と援雑に絡みあっている」とし
その要因背景には 単に学校教育のかかえる問題点のみでなく 学麿偏重の社会的風潮 家庭の

































ものでもない。第二の教育改革は それまでの画一的 硬直化された教育の批判として 個性尊重











なければならないjというのは 正論であろう。それならば乙そ 学校がどういう条件 環境のも
???
とで管理 運営されてきたのかを 明らかにすることが必要なのではないか。それなしには 教育
全般を根本的に見直すことはおろか 新たな観点の提示も説得力があるものとしてはとらえられな
いと考えられる。 時間的制約から急をあせるあまり 表面的 現象的な問題を取り上げ それが問
題だと指摘するよりも じっくりと時間をかけて 深層に迫る改革論議を進めてもらいたいもので
ある。基本答申 最終答申には 以上のような点を期待したいものである。
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